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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

· 食事サービス委員会について、意見〆切が10/11（火）となっていましたが、意見をまだ出ていない状況です。10/14（金）15：30～委員会が開催されますので、10/14（金）12時ごろまでには意見を出すようにしましょう。
・東病棟へ転棟した浅野　秀子様の症例検討会を10/17（月）13：30～予定しているとの事で、北病棟での経過報告の為、北病棟看護スタッフの出席依頼を受けています。
・本日、９名心電図検査実施しています。

＜患者様連絡事項＞

· 中野渡　鉄男様～昨日で排便－２日となっていましたが、本日の朝食後、本人より排便があったと報告を受けています。排便が滞った際は、排便状況の確認、腹部の状態を観察していきましょう。

· 菊地　明子様～両手指痛、膝痛の訴えにより、リウマチ性疾患の血液検査を行っていました。本日、血液検査の結果が届き、主治医へ情報提供した所、リウマチ性疾患の可能性は低いとの事で、その為、薬剤調整等は行わず、しばらく様子を見ていくとの事です。不安、焦燥感による心気的な訴えの可能性もありますが、引き続き本人の精神症状、身体症状の確認・観察を行っていきましょう。

· 瀧澤　久江様～本日、詰所前の窓を開け、「らくがんが妹から届く。お金下さい。」と幻聴に左右された発言・行動見られています。日課や各プログラムには支障なく取り組む事出来ていますが、離院の可能性もありますので、本人の精神症状の確認・観察を行っていくと共に所在確認を徹底していきましょう。

· 岡田　石子様～本日、単独で外来へ降りて行く事あり、スタッフ付添いにて病棟へ戻ってきています。病棟を離れた理由については、身辺整理の最中に外靴を見つけ、下足箱へ片付けようと考えたとの事です。本人へは、病棟から離れる際にはスタッフへ一言相談し、行動に移すよう説明・指導を行っています。精神症状による行動化の可能性は低いと思われますが、今後も単独で病棟を離れようとする事も考えられますので、所在確認を徹底していきましょう。

· 飯豊　信雄様～本日、単独で病棟を離れて医事へ行く事あり、スタッフ付添いにて病棟へ戻ってきています。医事へ行った理由については、「お金がなくなってきた。今日面会に来る予定だったが、来ないのでお金を借りに行った」と話されています。幻覚妄想による行動化については否定されています。本人へは病棟から離れる際にはスタッフへ一言相談し、行動に移すよう説明・指導を行っています。今後も単独で病棟を離れようとする事も考えられますので、所在確認を徹底していきましょう。

＜日常生活支援・患者様評価管理進捗状況＞

患者様評価管理～中間サマリー・二軸評価・ケアプロセスの入力は滞りなく行われています。

日常生活支援～毎月提出〆切を設定していますが、提出〆切を守られていない状況が続いています。今後は、全員分揃っていなくとも提出〆切には管理者へ提出します。〆切に間に合わないスタッフは管理者へ直接提出し、遅れた理由について報告するようにして下さい。提出期限を守るよう徹底していくようにしましょう。

＜服薬自己管理状況評価・確認＞

10/1伊藤　雄一様・大釜　万知様・五日市　規様・金沢　洋子様・古川　富蔵様

10/3小笠原　禮子様

→服薬チェック忘れあり。

10/3林　田鶴子様

　　→服薬忘れあり。声掛けにて服用されている。

10/5布施　邦雄様

　　→服薬忘れあり。声掛けにて服用されている。

10/9稲垣　恵利子様

　　→服薬忘れあり。声掛けにて服用されている。

＜安ヶ平Drケースカンファレンス・診察＞

· 上村　みわ様～幻覚妄想に左右され、各プログラム再三の促しにて顔出しのみで終える事目立ってきています。現実検討実施していますが、テレパシーや超音波、身長に関する訴えなど幻覚妄想に左右されており、理解の乏しさ見られています。日常生活においても乱れが生じている状況ですので、精神症状の確認・観察と各プログラム参加を促していきましょう。

　　　　　診察：診察中も主治医へ「身長が伸びる注射を４本打って下さい。」等幻覚妄想に左右された訴えをされています。主治医より現実検討を受けていますが、理解乏しい状況です。

· 中居　松男様～整骨院、銀行、美容室など外出に関する訴え目立っています。病識に乏しい方ですので、外出・外泊においても治療の一環である事を説明・指導を行っていきましょう。

診察：腰痛を訴え、主治医へ整骨院への受診を希望し、主治医より許可となっています。焦燥感のある様子で、明日外出へ行こうとされています。外出許可後、すぐには外出出来ないこと、外出については御家族への連絡も必要となる事説明しています。

・滝田　英人様～先日、御家族様の面会があり、今後について確認をしています。御家族様の意向については定まっていないようで、御家族様と相談し、後日、連絡をして下さるとの事です。ただし、母様が先日、要介護５の認定を受けたとの事で、自宅での療養は難しいとは話されていました。御家族様の住まい周辺の病院へ転院出来る事についても併せて説明しています。






















